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１．テーマ設定の背景

同一フロア(最上階）で、電動ウインチで引き上げた幹線ケーブルを専用フッ
クに盛替える際に、落下するトラブルが発生。

最上階マイナス１階に幹線フックを取り付ける事で、トラブルの防止、施工時
期短縮とコストの改善



今までの集合住宅幹線の吊り込み施
工方法は、系統図のように最上階天
井部に吊フックを取り付けて住戸幹線
を吊り込んでいました。

最上階マイナス１階部分に吊フックを
取り付けて住戸幹線を吊り込む方法を
標準として施工を推進しております。

最上階住戸には、下階の分岐を両分
岐とし１サイズアップとして配線します。

２、一般的な工法 ３、改善提案



４．改善効果の検証

１．幹線の吊り込みが約３週間早まる。

２．上階より吊り込むため盛替えが安全に出来る。

３．幹線が３メートル短くなる。

４．分岐幹線が１サイズＵＰするが、最終的には約１万円安くなる。



５．実施工における留意点

施工にあたっては、建主又は設計の承諾が必要です。
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